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は
じ
め
に

藩
校
明
新
館
で
ル
セ
!
と
グ
リ
フ
ィ
ス
か
ら
英
学

の
教
え
を
受
け
た
士
族
お
よ
び
僧
侶
の
子
弟
の
そ
の

後
の
生
き
方
を
知
る
の
は
興
味
の
深
い
こ
と
だ
が
、

な
か
で
も
と
く
に
英
学
を
生
か
し
た
生
涯
を
送
っ
た

生
徒
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
こ
で
い
う
英
学
と
は
英
語
そ
の
も
の
と
そ
れ

を
通
じ
て
西
洋
の
学
問
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
明
新

館
の
生
徒
は
英
人
ル
セ
ー
か
ら
英
語
を
、
米
人
グ
リ

フ
ィ
ス
か
ら
は
化
学
、
物
理
を
学
ん
だ
の
だ
が
、
そ

の
一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
)
ご
ろ
に
は
英
学
だ
け

山
下

人
間
雨
森
信
成
付

3 3の4

で
な
く
独
学
、
仏
学
な
ど
一
般
に
洋
学
が
自
由
に
学

べ
る
よ
う
な
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
開
国
の
前

の
蘭
学
を
通
じ
て
の
西
洋
理
解
か
ら
開
国
後
の
急
速

に
な
だ
れ
こ
ん
で
き
た
西
洋
文
明
そ
の
も
の
と
の
接

触
の
時
代
へ
の
変
化
は
地
方
の
青
少
年
に
も
大
き
な

思
想
の
転
換
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
う
い
う
多
感
な
若
者
の
な
か
に
明
新
館
の
生
徒
、

松
原
信
成
(
後
の
雨
森
信
成
)
が
い
た
。
雨
森
信
成

に
つ
い
て
拙
著
「
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
」
で
一
九
七

九
年
に
書
い
た
の
が
少
く
と
も
伝
記
的
な
も
の
で
は

最
初
だ
と
思
う
が
、
そ
れ
の
数
年
た
っ
て
雨
森
の
家

系
の
人
た
ち
ゃ
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
|
ン
(
へ
る
ん
、

小
泉
八
雲
)
の
研
究
者
な
ど
か
ら
拙
文
が
話
題
に
な

っ
て
き
た
。
ま
た
筆
者
自
身
、
グ
リ
フ
ィ
ス
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
同
森
信
成
の
グ
リ
フ
ィ
ス
宛
の
手
紙

二
通
、
未
刊
の
論
文
一
つ
、
な
ど
の
資
料
を
加
、
え
る

こ
と
が
で
き
て
、
か
な
り
雨
森
の
生
涯
の
歴
史
が
分

か
り
か
け
て
き
た
。
し
か
し
知
ら
れ
ざ
る
部
分
が
ま

だ
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
、
こ
の
際
、
こ
れ
ま
で
の
資

料
か
ら
語
れ
る
こ
と
を
語
っ
て
読
者
の
方
か
ら
新
し

い
情
報
が
寄
せ
ら
れ
れ
ば
幸
甚
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

一
、
雨
森
信
成
年
譜
(
参
考
事
項
を
含
む
)

一
八
五
八
年
(
安
政
五
)

福
井
務
士
松
原
十
郎
(
義
成
・
中
級
武
士
)
の

二
男
に
生
れ
る
。
兄
は
秀
成
、
弟
は
元
成
。

一
八
七
一
年
(
明
治
四
)

藩
校
明
新
館
で
ル
セ
|
(
E
r
E
「

5
之
、
グ

リ
フ
ィ
ス

(
4
5
z
z
g
巴
-
Z汁
。
コ
コ
{
凹
)
に
習

、「ノ。〈
あ
の
頃
の
私
は
痩
せ
て
い
て
、
青
白
い
顔
の
身

体
の
弱
そ
う
な
少
年
〉
(
グ
リ
フ
ィ
ス
宛
の
雨
森

の
手
紙
一
九

O
四
・
二
了
二
二
、
〈
粕
谷
、
牧

田
、
松
原
、
野
村
、
山
村
ら
が
別
れ
の
あ
い
さ
つ

に
来
た
。
彼
等
は
横
浜
へ
行
く
〉
(
グ
リ
フ
ィ
ス

日
記
一
八
七
一
・
九
・
一

O
)
廃
藩
置
県
の
詔
書

出
る
(
七
・
一
四
)
。
ル
セ
|
福
井
を
去
る
(
六

月
)
。

一
八
七
二
年
(
明
治
五
)

米
人
宣
教
師
ブ
ラ
ウ
ン
(
∞

g
E色
戸
田
円
D
d〈
ロ

)

に
横
浜
で
学
ぶ
。
〈
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
夫
妻
の
写
真

と
グ
リ
フ
ィ
ス
の
写
真
を
座
右
に
置
く
〉
(
グ
リ

フ
イ
ス
宛
雨
森
の
手
紙
一
九

O
四
・
一
二
・
二
一
)

米
人
ワ
イ
コ
フ
(ζ
・
Z
・
〈
手
口

roF
明
新
館
改
め

第
二
十
八
番
中
学
の
理
化
学
教
師
で
ラ
ト
ガ

l
ス

・
カ
レ
ッ
ジ
で
グ
リ
フ
ィ
ス
の
後
輩
)
の
通
訳
と

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



若
越
郷
土
研
究

三
十
三
巻
四
号

50 

し
て
福
井
に
赴
任
。
グ
リ
フ
ィ
ス
福
井
を
去
り
大

学
南
校
の
理
化
学
教
師
と
し
て
東
京
へ
出
る
(
一

.
一
一
一
一
)
。

一
八
七
三
年
(
明
治
六
)

雨
森
家
の
養
子
に
迎
え
ら
れ
る
。
松
原
十
郎
の

弟
雨
森
右
膳
(
上
級
武
士
)
と
妻
ち
か
の
娘
芳
の

養
子
で
あ
っ
た
併
が
死
亡
し
た
た
め
で
あ
る
。

〈
中
学
で
一
番
正
確
な
英
語
を
話
す
〉
(
グ
リ
フ

イ
ス
宛
の
ワ
イ
コ
フ
の
手
紙
)
〈
0
・
円
，
∞
伊
兵

2

の
化
学
百
円
片
岡
の
翻
訳
〉
(
ワ
イ
コ
フ
の
手
紙
)

福
井
市
立
図
書
館
蔵
の
』
ミ

gc日
目
。
コ

5
4
2
N円

。
古
書
お
守

MhS
の
・
当
・
出
ご
D
H

伶
斗
出

-
T
2
2

(
足
羽
県
学
校
蔵
印
)
に
回
日
間
E
P
O
S
-
m
F
0
2・

E
3
Z・
〉
ヨ
2
0
5
0
2
と
雨
森
自
筆
の
サ
イ
ン
が

ふ
め
ヲ
令
。

一
八
七
四
年
(
明
治
七
)

文
部
省
令
に
よ
る
ワ
イ
ヨ
フ
の
新
潟
英
語
学
校

赴
任
に
同
行
。
パ

l
ム
(
吋
・
〉
-

H

U

と
ヨ
エ
ジ
ン

パ
ラ
医
療
宣
教
会
派
遣
の
宣
教
医
師
)
の
通
訳
兼

助
手
に
な
る
。
真
宗
王
国
新
潟
で
の
伝
道
は
困
難

で
身
辺
は
危
険
を
き
わ
め
る
。
パ

l
ム
の
「
偶
像

非
神
論
し
の
訳
者
は
雨
森
と
思
わ
れ
る
。
数
か
月
後
、

横
浜
へ
出
て
ブ
ラ
ウ
ン
塾
に
入
る
。
聖
書
之
抄
書

に
奥
野
昌
綱
(
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
日
本
人
最
初

の
牧
師
)
と
讃
美
歌
「
世
界
よ
よ
ろ
こ
べ
な
L

、

「
う
み
に
ひ
び
か
せ
」
を
共
訳
。

一
八
七
五
年
(
明
治
八
)

義
母
ち
か
に
ヤ
ソ
信
者
と
呼
ば
れ
て
気
に
入
れ

ら
れ
ず
、
芳
と
別
れ
る
。
し
か
し
義
母
(
叔
母
)

に
対
し
て
孝
行
の
意
味
で
雨
森
姓
を
継
ぐ
。
芳
は

信
成
の
弟
一
万
成
と
結
婚
。
メ
リ

l
・
キ
タ

l
の
学

校
(
後
の
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
)
の
教
師
に
な
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
帰
国
(
七
月
)
。

一
八
七
七
年
(
明
治
一

O
)

築
地
の
東
京
一
致
神
学
校
(
明
治
学
院
に
合
流
)

の
開
校
と
同
時
に
神
学
生
二
四
名
の
一
人
と
し
て

入
尚
子
。

一
八
七
八
年
(
明
治
一
一

)
i
一
八
八

O
年
(
明
治

一一一一)日
本
基
督
一
致
教
会
の
第
二
回
中
会
で
神
学
生

一
三
名
と
准
允
免
状
を
受
け
る
。
植
村
正
久
(
牧

師
、
神
学
者
)
と
上
州
へ
、
本
多
庸
一
(
日
本
メ

ソ
ジ
ス
ト
教
会
初
代
監
督
)
と
上
総
一
房
州
へ
伝
道

活
動
。

一
八
八
一
年
(
明
治
一
四

)
i
一
八
八
七
年
(
明
治

二
O
)

ワ
イ
コ
フ
の
先
志
学
校
(
明
治
学
院
に
合
流
)

で
教
え
る
。
〈
雨
森
と
い
う
発
刺
た
る
才
智
と
深

遠
な
る
学
識
と
強
烈
な
る
信
仰
を
有
す
る
先
生
が

学
監
と
し
て
生
徒
と
寝
食
を
共
に
さ
れ
た
。
〉
(
英

学
者
、
村
井
知
至
)
海
外
遍
歴
に
出
る
。
朝
鮮
、

中
国
、
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、
米
国
。
〈
キ
リ
ス
ト

教
が
西
洋
の
道
徳
に
及
ぼ
す
影
響
を
実
際
に
見
た

く
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
問
:
:
:
現
在
の
政
策
に
敵

対
す
る
よ
う
な
意
見
を
公
表
し
て
政
府
の
怒
り
を

買
い
、
新
し
い
思
想
の
刺
戟
を
受
け
て
無
分
別
な

他
人
の
よ
う
な
思
い
で
国
を
離
れ
て
行
か
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
|
。
弘
Z
o
〉
(
ハ

l
ン
の
「
心
」
の

み
の

S
足、
E
Sぬ
か
ら
)
帰
国
後
〈
微
力
社

を
組
織
し
て
三
、

0
0
0
人
の
無
産
士
族
と
岡
山

県
児
島
湾
奥
浦
で
開
拓
事
業
を
始
め
る
。
三
つ
の

商
社
を
経
営
。
〉
(
明
治
学
院
百
年
史
、
一
九
七
八

年
)

一
八
八
八
年
(
明
治
二
二

1
一
九

O
二
年
(
明
治

三
五
)「

明
治
会
叢
書
」
(
佐
々
木
高
行
ら
欧
化
主
義
に

対
抗
す
る
人
た
ち
の
設
立
し
た
明
治
会
の
機
関
雑

誌
)
の
編
集
お
よ
び
論
文
発
表
。
〈
新
聞
の
編
集
。

印
刷
業
、
朝
鮮
王
の
相
談
役
〉
(
グ
リ
フ
イ
ス
宛
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の
手
紙
一
九

O
四

・

士

了

二

二

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
|
ン
(
四

O
歳
)
の
来
日
。

島
根
県
尋
常
中
学
校
英
語
教
師
に
な
る
。
(
一
八
九

O
年
)
日
清
戦
争
。
(
一
八
九
四
九
五
年
)

一
九

O
三
年
(
明
治
三
六
)

福
井
を
訪
ね
る
。
横
浜
元
町
千
軒
山
に
妻
錦
(

旧
姓
田
辺
)
と
住
む
。
横
浜
の
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
。
孤
児
(
男
一
、
女
二
)
を

養
育
。

一
九

O
四
年
(
明
治
三
七
)

友
人
ら
と
日
本
の
採
鉱
資
源
(
越
後
の
鉱
山
)

を
開
発
し
て
日
露
戦
争
二
九

O
四
l
五
)
の
軍

費
を
助
け
る
。
ハ

l
ン
の
死
。
〈
数
日
後
に
仏
式
で

葬
儀
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
日
横
浜
か
ら
二
人
の
弔

問
客
が
あ
っ
た
。
ハ
|
ン
の
親
友
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

と
深
い
学
識
と
ハ
|
ン
の
日
本
研
究
を
助
け
た
雨

森
信
成
で
あ
る
。
〉
(
森
亮
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ

l
ン
と
日
本
の
心
」
一
九
七
四
)
吋
宮

K
E
2
2

め
も
守
二
時
、
叶
『
巾
〉
己
防
口
片
山
口
宮
C
E
H
E
可
靴
引

(
Z
D
己
四

rl

H
o
p
7白に
2
5
h
r
の
0
・

A
F
℃
戸
円

r

T
吋

2
7
∞OMgコ)

に
発
表
。

同

3
Fぬ
の

吋

ahg一
色
町
。
円
。

p

h
円札・

C
R
N
色
町
旬
。
。
F

刊。、

F
F
O
F
白
言
。

S
門
出
同
言
語
足
芯
向
。

5
2
3
N
S
を
出
版
。

山
下

人
間
雨
森
信
成
付

一
九

O
五
年
(
明
治
三
八
)

ト
日
刊
円
Q
ハ
出
札
。
ロ

2
3ゆ
吋
宮
〉

hg
吟
叶
『
O

〉
己

E

H

円口

ζ
c
コ
仲
ケ
}
可
に
発
表
。

宅
ミ
Q
昌

弘

同
J

宮

P
E
B
S
G
Z
更
。
吉

3
を
執
筆
し

た
が
、
未
発
表
の
ま
冶
グ
リ
フ
ィ
ス
の
手
許
に
残

る
(
絶
筆
)

0

一
九

O
六
年
(
明
治
三
九
)

死
亡
。
〈
父
は
内
科
医
で
し
た
の
で
雨
森
が
死

去
す
る
前
に
腫
物
が
次
ぎ
次
ぎ
に
出
来
て
切
開
し

た
傷
跡
が
身
体
中
に
あ
っ
た
と
、
錦
さ
ん
が
一
五
っ

て
い
た
の
で
恐
ら
く
糖
尿
病
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
云
っ
て
い
ま
し
た
。
〉
(
父
が
信
成
の
甥
に
あ

た
る
熊
取
正
光
氏
の
手
紙
)
。
〈
雨
森
信
成
英
学

明
治
三
九
年
三
月
一
日
没
根
岸
町
相
沢
墓
地

能
楽
・
和
歌
に
も
通
じ
た
。
〉
(
横
浜
市
史
稿
)

「
英
隆
院
殿
信
成
{
貫
道
清
居
士
L

は
英
学
に
堪
能

で
あ
っ
た
こ
と
(
英
隆
)
と
身
分
の
高
い
人
ま
た

は
資
産
家
で
あ
っ
た
こ
と
(
院
殿
)
を
物
語
っ
て

い
る
。
近
く
に
菩
提
寺
高
野
山
別
院
増
徳
院
が
あ

る
。
雨
森
信
成
、
錦
の
養
女
き
よ
は
雨
森
元
成
、

芳
の
長
男
理
之
と
結
婚
し
た
が
一
九
二
三
年
(
大

正
一
一
ご
の
関
東
大
震
災
で
き
よ
と
二
男
・
三
男

は
死
亡
。
錦
は
震
災
の
一
、
二
年
後
に
病
没
し
た

と
い
う
。
(
雨
森
元
成
の
子
孫
池
辺
菜
さ
ん
作
成

の
系
図
に
よ
る
)
。

な
お
松
原
家
の
墓
は
福
井
市
の
曹
洞
宗
鎮
徳
寺
、

同
森
家
の
墓
は
福
井
市
の
曹
洞
宗
泰
清
院
に
あ
る

こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。

二
、
雨
森
の
英
文
手
紙

こ
の
年
譜
で
分
か
る
よ
う
に
雨
森
信
成
に
つ
い
て

は
、
空
白
の
部
分
が
非
常
に
多
い
こ
と
で
不
完
全
の

非
難
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
が
、
致
し
方
が
な
い
。
し
か

し
グ
リ
フ
ィ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
雨
森
の
グ
リ
フ

ィ
ス
宛
の
二
通
の
手
紙
は
き
い
わ
い
に
も
雨
森
を
知

る
大
き
な
手
が
か
り
で
あ
っ
た
の
で
、
ま
ず
こ
こ
に

こ
れ
ら
の
手
紙
を
拙
訳
で
紹
介
し
よ
う
。

(
手
紙
そ
の
こ
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親
愛
な
る
ク
リ
フ
イ
ス
博
士
一
九
昌
・
=
一
・
ニ
一

な
つ
か
し
い
先
生
か
ら
お
便
り
を
い
た
だ
い
た

私
の
よ
ろ
こ
び
は
先
生
の
ご
想
像
以
上
で
す
。
ア

ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
誌
の
人
を
通
し
て
送
っ
て
下
さ

っ
た
あ
の
お
便
り
は
一
昨
日
と
ど
き
ま
し
た
。
そ

う
で
す
。
私
は
あ
の
頃
の
痩
せ
て
い
て
、
青
白
い

顔
の
身
体
の
弱
そ
う
な
少
年
で
す
。
私
は
福
井
で

先
生
の
化
学
の
講
義
を
受
け
た
り
、
先
生
の
午
後

の
散
歩
の
お
供
を
い
た
し
ま
し
た
。
お
手
紙
と
、

特
に
先
生
の
お
写
真
で
私
は
あ
の
頃
の
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
あ
の
頃
の
私
は
松
原
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
叔
父
(
私
の
母
の
義
理

の
弟
で
後
継
ぎ
が
な
く
死
亡
)
の
家
の
養
子
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
雨
森
姓
を
名
の
り
、
そ
の
財

産
を
引
き
継
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
間
も
な
く

私
は
隠
居
の
身
と
な
り
勘
当
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
雨
森
の
名
前
は
そ
の
ま
も
残
し
ま
し
た
。
そ
う

す
る
こ
と
で
叔
母
(
二
、
三
年
前
に
亡
く
な
り
ま

し
た
が
)
へ
の
孝
行
が
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
も
し
こ
の
手
紙
が
自
分
の
こ
と
ば
か
り
に
な

り
が
ち
で
し
た
ら
お
許
し
下
さ
い
。
し
か
し
私
の

こ
と
を
書
い
て
ほ
し
い
と
云
わ
れ
ま
す
の
で
そ
う

し
ま
す
。
私
は
こ
れ
ま
で
波
欄
に
富
ん
だ
人
生
を

送
っ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
こ
こ
だ
け
の
話
で

す
が
、
な
つ
か
し
い
先
生
な
の
で
・
申
し
あ
げ
ま
す
。

お
そ
ら
く
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
が
、

私
は
友
人
の
故
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ

l
ン
の
「
心
」

(
こ
れ
は
私
に
捧
げ
ら
れ
た
)
の
中
の
論
文
与

の
3
2
3と
さ
ぬ
の
本
人
な
の
で
す
。
こ
の
中
で

ハ
|
ン
が
話
し
て
い
る
英
国
人
の
先
生
は
ア
ル
フ

レ
ッ
ド
・
ル
セ

l
先
生
で
、
き
っ
と
憶
え
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ハ

l
ン
な

り
に
話
の
大
要
を
潤
色
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ご

承
知
の
よ
う
に
出
来
事
を
理
想
化
す
る
た
め
で
す

が
、
大
体
の
と
こ
ろ
こ
の
論
文
は
あ
る
時
期
ま
で

の
私
の
人
生
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
き
て

私
は
あ
の
時
以
来
、
学
校
の
教
師
や
、
あ
る
事
業

会
社
の
発
起
人
に
な
っ
た
り
、
サ
ム
ラ
イ
三
、

0

0
0人
と
広
大
な
土
地
の
開
墾
の
仕
事
を
し
ま
し

た
。
二
一
つ
の
商
社
の
経
営
、
新
聞
の
編
集
、
印
刷

業
、
朝
鮮
王
の
相
談
役
と
し
て
「
O

問。

E
2
2
ι

の門

E
H
r
o
E。
に
協
力
、
西
洋
思
想
を
吸
収
す
る

一
方
、
大
和
魂
を
守
る
、
つ
ま
り
西
洋
文
明
を
も

っ
て
日
本
文
明
を
強
化
す
る
協
会
を
組
織
す
る
仕

事
な
ど
を
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
結
婚
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
子
供
が
あ
り

ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
三
人
の
孤
児
(
男
子
一
人
、

女
子
二
人
)
を
育
て
ま
し
た
。
男
の
子
は
も
う
青

年
に
な
っ
て
正
貨
銀
行
の
上
海
支
底
の
行
員
で
す
。

長
女
は
結
婚
し
て
い
ま
す
。
二
女
は
私
ら
夫
婦
と

住
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
上
、
私
は
甥
二
人
と
姪
一

人
を
学
校
に
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
自
分

の
子
供
が
な
く
て
も
、
そ
の
代
り
を
他
人
の
子
供

が
ち
ゃ
ん
と
う
め
あ
わ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

私
は
今
、
こ
の
戦
争
の
軍
備
に
寄
付
す
る
た
め

に
友
人
た
ち
と
こ
の
国
の
採
鉱
資
源
を
開
発
す
る

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
人
の
喜
ぶ
顔
が
大
好

き
で
す
。
懸
命
な
仕
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
私
は
貧

し
い
で
す
が
、
こ
の
う
れ
し
そ
う
な
顔
を
見
る
と
、

ど
ん
な
に
富
め
る
人
も
う
ら
や
ま
し
い
と
は
思
い

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
私
は
懸
命
に
働
ら
い
て
い
ま
す
。

本
当
の
何
で
も
屋
で
す
。
何
で
も
し
て
稼
げ
る
だ

け
稼
げ
ま
す
。
と
い
う
の
も
私
は
五
人
の
友
人
の

家
族
の
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
友
人

た
ち
は
今
、
満
州
で
戦
っ
て
い
る
の
で
す
。
ず
う

ず
う
し
く
は
な
く
て
も
、
差
し
出
が
ま
し
い
と
お

思
い
に
な
っ
た
ら
許
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す

が
、
何
か
私
に
出
来
る
文
筆
の
仕
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
私
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
下
さ
い
ま
す
よ

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

先
生
の
お
写
真
と
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
誌
の
私

の
記
事
の
ご
高
評
を
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
写
真
は
額
縁
に
入
れ
て
、
も
う
一
人
の

な
つ
か
し
い

S
・
R
・
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
と
奥
様
の
お

写
真
と
並
べ
て
私
の
部
屋
に
置
き
ま
す
。
先
生
は

私
の
記
事
を
「
大
和
魂
の
讃
辞
(

9

H
円
】

r
c
Z
)
L
と

心
よ
く
呼
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。
先
生
、
音

違
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
実
際
に
贈
物
(
担
口
手
己
主

で
し
た
。
と
い
い
ま
す
の
は
、
原
稿
の
謝
礼
金
の

三
分
の
二
は
私
の
友
人
た
ち
の
家
族
へ
、
残
り
の

三
分
の
一
は
毛
布
な
ど
を
買
っ
て
こ
の
友
人
た
ち

へ
送
っ
た
か
ら
で
す
。

ご
都
合
の
よ
い
時
に
お
便
り
を
下
さ
い
。
す
ぐ

ご
返
事
を
い
た
し
ま
す
の
で
ご
安
心
下
さ
い
。
ま

た
奥
様
と
お
子
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。

ま
だ
皆
様
に
お
会
い
す
る
光
栄
に
浴
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
。

で
は
先
生
と
皆
様
へ
よ
ろ
し
く
。
ま
た
先
生
の

お
手
紙
と
お
写
真
と
、
こ
の
戦
争
で
わ
が
国
の
勝

利
を
せ
つ
に
望
ん
で
下
さ
る
お
気
持
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

53 

敬

山
下

人
間
雨
森
信
成
付

雨

森

信

成

日
本
、
横
浜
、
元
町
、
千
軒
山

追
伸
。
こ
の
手
紙
と
い
っ
し
ょ
に
投
函
す
る
も
う
一

つ
の
封
筒
に
私
の
写
真
が
あ
り
ま
す
。

(
注
)
手
紙
そ
の
一
は
雨
森
が
四
六
歳
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は

六
O
歳
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
、
牧
師
を
辞
め
て
文
筆
生
活

に
入
っ
て
い
、
た
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の
明
新
館
の
生
徒
、
松
原

信
成
が
横
浜
へ
出
て
行
く
の
が
一
八
七
一
年
九
月
一

O
日

の
こ
と
だ
か
ら
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
は
一
一
一

O
年
ぶ
り
の
手
紙

の
や
り
と
り
に
な
る
。
そ
の
き
っ
か
け
は
雨
森
の
論
文

同
]
宮
」

QMUQ22
∞
司
刷
、
ご
を
読
ん
で
感
銘
し
た
か
ら

で
、
手
紙
と
同
時
に
自
分
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
写
真
の
交
換

も
し
て
い
る
。
な
お
手
紙
に
よ
り
雨
森
の
明
治
会
へ
の
考

え
方
は
単
な
る
欧
化
主
義
批
判
で
な
く
西
洋
文
明
の
日
本

化
で
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。

具

(
手
紙
そ
の
二
)

親

愛

な

る

博

士

一

九

室

・

四

二

己

も
っ
と
早
く
お
便
り
し
て
、
ご
著
書
匂

S
ミ

』
冷
ヨ
ミ
E
匂
の
ご
恵
贈
と
、
一
月
一
七
日
付
の
お

手
紙
の
親
切
な
お
言
葉
に
感
謝
す
べ
き
で
あ
っ
た

こ
と
を
幾
重
に
も
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は

越
後
の
鉱
山
に
行
っ
て
い
て
、
横
浜
を
留
守
に
し
、

最
近
も
ど
っ
た
ば
か
り
で
す
。

一
昨
日
、
め

S
毛
足
。
言
。
コ
2
を
読
了
し
ま

し
た
。
大
へ
ん
面
白
く
て
、
ま
る
で
先
生
の
お
そ

ば
に
坐
っ
て
魂
の
救
済
の
た
め
に
努
力
な
さ
っ
た

先
生
の
立
派
な
お
話
を
聞
い
て
い
る
よ
う
な
気
持

で
し
た
。
福
井
と
東
京
で
聞
い
た
先
生
の
お
声
を
よ

く
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
記
憶
が
ご
本
の
な
か
の

一
語
一
語
に
生
彩
を
与
え
、
先
生
の
お
口
か
ら
じ

か
に
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
紙
の
編
集
者
に
ご
親
切

に
手
紙
で
私
の
た
め
に
原
稿
依
頼
の
お
世
話
を
し

て
下
さ
っ
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

だ
何
も
い
っ
て
き
ま
せ
ん
が
、
先
生
の
お
か
げ
で

何
か
き
っ
と
よ
い
結
果
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
先
生
の
お
手
紙
の
質
問
に
お
答
え
し
ま

す
。
笠
原
は
神
戸
の
あ
る
会
社
の
事
務
に
一
雇
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
山
山
浦
は
弁
護
士
に
な
っ
て
東

京
と
横
浜
で
事
務
所
を
開
業
し
て
い
ま
す
。
彼
は

他
人
の
不
和
の
調
停
に
全
身
全
霊
を
捧
げ
て
い
ま

す

。

叶

O
B
唱

」

0
7
2
と
宮
崎
に
つ
い
て
は

ど
う
な
っ
た
か
知
り
ま
せ
ん
。
山
石
淵
と
村
田
は
数

年
前
に
亡
く
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ロ
司
-

Mν

三
日
に
つ
い
て
数
年
前
の
最
後
の
ニ
ュ
ー
ス
は
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彼
は
帰
国
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ル
セ
|
先
生

に
つ
い
て
最
後
に
聞
い
た
の
は
、
彼
は
日
本
の
北

部
で
農
場
主
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
大
名
の
若
い
息
子
、
松
平
」
は
父
の
後
を
継
い

で
、
今
は
子
爵
で
す
。
彼
は
す
ぐ
れ
た
貴
族
院
議

員
で
、
執
劫
に
顔
の
ひ
げ
は
そ
ら
ず
、
髪
は
切
ら

ず
に
お
く
の
で
有
名
で
す
。
英
国
の
農
科
大
学
を

卒
業
し
て
い
る
の
で
、
福
井
の
家
で
外
国
の
実
の

な
る
草
木
を
栽
培
し
た
り
、
日
本
の
実
の
な
る

草
木
を
改
良
し
た
り
し
て
実
験
を
し
て
い
ま
す
。

国
会
が
関
か
れ
る
と
上
京
し
ま
す
。
ま
た
セ
イ
ヨ

ウ
ヒ
ル
ガ
オ
栽
培
の
最
良
の
方
法
に
つ
い
て
苦
心

の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
家
の
庭
で
は
す
ば
ら
し
い

メ
ロ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、
リ
ン
ゴ
、
ナ
ス
な
ど
い
ろ

い
ろ
栽
培
し
て
、
そ
れ
を
多
量
に
金
銭
と
引
換
え

に
福
井
の
人
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
彼
は
哲
学
者

で
す
。
ま
た
ス
マ
イ
ル
ズ
の
弟
子
で
す
。
で
す
か

ら
自
助
力
の
全
く
な
い
近
く
の
貧
し
い
人
達
に
、

め
ミ
下
河
内
守
を
教
、
え
て
い
ま
す
。

私
は
一
昨
年
、
福
井
へ
行
き
ま
し
た
。
町
の
な

か
に
は
ず
い
ぶ
ん
変
化
し
た
所
も
あ
り
ま
し
た
。

先
生
と
ル
セ

l
先
生
が
住
ん
で
お
ら
れ
た
家
の
あ

っ
た
場
所
は
商
庖
街
に
変
っ
て
い
ま
す
。
二
軒
の

異
人
館
の
一
軒
は
だ
い
ぶ
前
に
焼
失
し
、
も
う
一

軒
(
先
生
が
お
住
居
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
)
は

レ
ス
ト
ラ
ン
に
変
っ
て
い
て
、
薄
く
て
堅
い
皮
の

よ
う
な
ビ
フ
テ
キ
が
岨
鴫
カ
を
試
す
た
め
に
供
さ

れ
ま
す
。

先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
東
洋
と
西
洋
の
両
文
明
の

不
完
全
性
は
全
く
真
実
で
す
。
完
成
に
到
達
す
る

に
は
双
方
が
互
い
に
必
要
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
一
歩
進
め
て
考
え
ま
す
と
、
こ

の
両
者
が
一
つ
に
統
一
さ
れ
た
時
で
も
結
果
は
完

成
に
ほ
ど
遠
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
人
間
自
身
が

完
全
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
人
聞
の
文
明
は
未
完
成

の
ま
ま
で
す
。
と
い
う
の
は
真
の
文
明
は
人
聞
の

完
成
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
不
徳
と
徳
が
天

の
下
で
未
知
に
な
る
時
が
来
る
ま
で
、
世
界
は
そ

の
最
初
か
ら
し
て
き
だ
と
同
じ
様
に
岬
き
苦
し
み

続
け
る
で
し
ょ
う
。

私
は
先
生
の
と
」
町
内
ミ
口
、
・
切
さ
き
刊
の
こ

と
を
読
み
ま
し
た
が
、
ま
だ
読
む
光
栄
に
浴
し
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
出
版
社
が
分
ら
な
い
の
と
、
そ

れ
を
持
っ
て
い
る
友
人
も
い
な
い
の
で
、
注
文
も

借
り
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
の
で
す
。

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ

l
ン
に
つ
い
て
の
論
文
を

書
い
て
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
誌
へ
送
り
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
は
論
文
を
受
理
し
た
の
で
、
そ
の
月
刊

誌
の
早
い
号
に
掲
載
す
る
と
書
い
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
郵
便
と
い
っ
し
ょ
に
も
う
一
つ

の
論
文
を
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
誌
へ
送
り
ま
し
た
。

司ミ

S
弘
同
ど
」

QHugs。可。ョ
3

と
い
う

論
文
で
す
。
こ
れ
は
日
本
に
つ
い
て
の
大
低
の
本

に
あ
る
の
と
は
全
く
違
っ
た
日
本
女
性
の
姿
を
描

い
て
い
ま
す
。
ま
た
ベ
ー
コ
ン
女
史
が
ホ
|
ト
ン

.
ミ
プ
リ
ン
社
か
ら
出
版
し
た
本
で
も
触
れ
て
い

な
い
部
分
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ッ
ク
誌
の
人
に
手
紙
で
、
も
し
そ
の
月
刊
誌

に
こ
の
論
文
を
発
表
し
た
く
な
い
場
合
は
、
先
生

の
と
こ
ろ
へ
転
送
し
て
ほ
し
い
と
書
き
ま
し
た
。

私
の
頼
み
を
聞
い
て
い
た
だ
け
る
も
の
な
ら
、
先

生
か
ら
イ
ン
デ
ィ
ベ
ン
デ
ン
ト
紙
か
ど
こ
か
他
の

新
聞
ま
た
は
月
刊
誌
で
適
当
と
判
断
さ
れ
る
と
こ

ろ
へ
の
掲
載
を
お
願
い
で
き
ま
せ
ん
か
。
条
件
に

つ
い
て
は
、
そ
の
発
表
に
同
意
し
て
く
れ
る
人
の

公
正
な
判
断
に
ま
か
せ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
私
は

ま
だ
、
何
か
し
て
ほ
し
い
と
い
つ
も
嘆
願
し
て
先

生
を
困
ら
す
生
徒
で
あ
り
ま
す
。

も
し
こ
ち
ら
で
何
か
し
て
ほ
し
い
と
思
わ
れ
る
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こ
と
が
あ
れ
ば
、
私
は
い
つ
も
先
生
の
お
役
に
立

つ
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。

や
さ
し
い
先
生
に
心
か
ら
の
感
謝
と
ご
き
げ
ん

よ
ろ
し
く
を
申
し
上
げ
つ
つ
、

敬

具

雨

森

信

成

日
本
、
横
浜
、
元
町
、
千
軒
山

(注

)
~
Fお
お
吃
ミ
ぬ
言
。
コ

2
は
一
九

O
三
年
刊
の
グ

リ
フ
ィ
ス
が
ス
ケ
ネ
ク
タ
デ
ィ
、
ボ
ス
ト
ン
、
イ
サ
カ
の

各
教
会
の
牧
師
で
あ
っ
た
時
の
説
教
集
で
あ
る
。
ま
た
、

トペ
m
w
o
¥

己
、
・
切
さ
さ
お
は
グ
リ
フ
ィ
ス
著
み

』

h
Q
念
、
。
『
.
忌
ぬ
」
〈
ぬ
E

O
コ
ぬ
三
唱
∞
Q

S

Z
目
見
。
F
F
S
白

切
コ
U
E♂
』
U
N
D
3
2
川
、
岡
弘
史
円
白
円
。
、
言
。
F
S
Q
W
九
ム
章
。
コ
円
白

Q
S
内出」
Q
3
3
3
吋
九
百

FUミ
可
。
『
.
h
a
ト
ベ
ぬ
Q
昌
弘
司
。
込

(
一
九
O
二
)
の
こ
と
で
あ
る
。
ハ
|
ン
に
関
す
る
論
文

は
雨
森
の
ト
ミ
円
良

E
旬。
Q
寸

♂

叫

3
F
G

ミ
S

(
一
九

O
五
)
の
こ
と
で
、
こ
の
論
文
は
雨
森
の
名
を
不
朽
に
し

た
と
云
、
え
よ
う
。
こ
の
手
紙
で
は
文
明
の
完
成
は
人
聞
の

完
成
な
く
し
て
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
雨
森
の
達
観
が
特

色
だ
ろ
う
。
こ
の
両
者
の
完
成
と
融
合
か
雨
森
の
明
治
会

の
理
想
で
あ
っ
た
。
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